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第一部 【企業情報】

第１ 【企業の概況】

１ 【主要な経営指標等の推移】

　

回次
第104期
第３四半期
連結累計期間

第105期 
第３四半期
連結累計期間

第104期

会計期間
自　平成22年４月１日
至　平成22年12月31日

自　平成23年４月１日 
至　平成23年12月31日

自　平成22年４月１日
至　平成23年３月31日

売上高 (千円) 49,323,784 57,822,252 66,191,231

経常利益 (千円) 3,030,744 3,687,731 3,928,221

四半期(当期)純利益 (千円) 1,885,921 2,040,964 2,433,577

四半期包括利益又は包括利益 (千円) 2,105,687 2,420,944 2,612,693

純資産額 (千円) 19,152,454 21,874,513 19,639,622

総資産額 (千円) 40,788,779 42,724,689 40,814,981

１株当たり四半期(当期)純利益金額 (円) 68.48 74.12 88.37

潜在株式調整後１株当たり
四半期(当期)純利益金額

(円) ― ― ―

自己資本比率 (％) 45.0 49.3 46.1

営業活動によるキャッシュ・フロー (千円) 3,813,616 2,863,019 4,881,070

投資活動によるキャッシュ・フロー (千円) △53,994 △1,477,413 △305,749

財務活動によるキャッシュ・フロー (千円) △1,905,346 △882,168 △2,311,593

現金及び現金同等物の
四半期末(期末)残高

(千円) 4,094,688 4,895,862 4,477,871

　

回次
第104期
第３四半期
連結会計期間

第105期 
第３四半期
連結会計期間

会計期間
自　平成22年10月１日
至　平成22年12月31日

自　平成23年10月１日 
至　平成23年12月31日

１株当たり四半期純利益金額 (円) 23.47 26.61

(注) １．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。　

２．売上高には、消費税等は含まれておりません。

３．潜在株式調整後１株当たり四半期(当期)純利益については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

４．第104期第３四半期連結累計期間の四半期包括利益の算定にあたり、「包括利益の表示に関する会計基準」

（企業会計基準第25号　平成22年６月30日）を適用し、遡及処理しております。　

　

EDINET提出書類

自動車部品工業株式会社(E02156)

四半期報告書

 2/20



　

２ 【事業の内容】

　

当第３四半期連結累計期間において、当社グループ(当社及び当社の関係会社)において営まれている事

業の内容について、重要な変更はありません。

また、主要な関係会社についても異動はありません。
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第２ 【事業の状況】

１ 【事業等のリスク】

当第３四半期連結累計期間において、当四半期報告書に記載した事業の状況、経理の状況等に関する事項

のうち、投資者の判断に重要な影響を及ぼす可能性のある事項の発生又は前事業年度の有価証券報告書に

記載した「事業等のリスク」についての重要な変更はありません。

なお、重要事象等は存在しておりません。

　

２ 【経営上の重要な契約等】

当第３四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

　

３ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において当社グループが判断したもので

あります。

(１) 業績の状況

当第３四半期連結累計期間におけるわが国経済は、東日本大震災からの復興に向けた動きの中で緩や

かながら回復の兆しが見られるものの、一方で欧州の財政金融不安や円高の長期化など、依然として先行

きが不透明な状況で推移いたしました。

トラック市場におきましては、国内では震災後の復興需要等により、また海外では新興国を中心とした

需要が継続しており、総じて堅調に推移いたしました。

建設機械市場におきましては、国内ではレンタル向けを中心に需要は増加しましたが、海外では中国の

金融引き締め政策により需要は大幅に減少する一方、その他の新興国での需要は堅調に推移いたしまし

た。

このような情勢下、当第３四半期連結累計期間の売上高は、前年同四半期と比べ84億９千８百万円増加

し、578億２千２百万円となりました。

　

(売上高の内訳)

(単位：百万円)

　

前第３四半期連結累計期間
(自 平成22年４月１日
至 平成22年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成23年４月１日
至 平成23年12月31日)

 
前年同四半期比

 

売上高 構成比(％) 売上高 構成比(％)
売上高
増減額

増減率(％)

日本

自動車用部品等 14,265 28.9 15,218 26.3 952 6.7

エンジン部品 29,367 59.6 36,540 63.2 7,172 24.4

計 43,633 88.5 51,758 89.5 8,124 18.6

アジア 自動車用部品等 5,690 11.5 6,063 10.5 373 6.6

合計 49,323 100.0 57,822 100.0 8,498 17.2
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当第３四半期連結累計期間の損益面におきましては、売上高が増加したことに加え、先期に引き続き原

価改善活動を推進した結果、営業利益は前年同四半期と比べ４億９千６百万円増加し33億２千６百万円、

経常利益は前年同四半期と比べ６億５千６百万円増加し36億８千７百万円、四半期純利益は前年同四半

期と比べ１億５千５百万円増加し20億４千万円となりました。

　

(２) 財政状態の分析

(資産)

流動資産は、前連結会計年度末と比べ22億７百万円増加し、215億１千１百万円となりました。これ

は、主に受取手形及び売掛金が21億１千５百万円増加したことなどによります。

固定資産は、前連結会計年度末と比べ２億９千８百万円減少し、212億１千２百万円となりました。こ

れは、主に有形固定資産の減価償却によるものであります。

(負債)

流動負債は、前連結会計年度末と比べ10億７千万円増加し、147億１千４百万円となりました。これ

は、主に未払法人税等が６億２百万円減少したものの、支払手形及び買掛金が16億６千５百万円増加し

たことなどによります。

固定負債は、前連結会計年度末と比べ13億９千５百万円減少し、61億３千５百万円となりました。こ

れは、主に税制改正により土地の再評価に係る繰延税金負債が５億９百万円減少したこと及び長期借

入金が６億円、リース債務が３億４千３百万円、それぞれ減少したことなどによります。

(純資産)

純資産合計は、前連結会計年度末と比べ22億３千４百万円増加し、218億７千４百万円となりました。

これは、利益剰余金が19億５千８百万円増加したこと及び税制改正により土地再評価差額金が５億９

百万円増加したことなどによります。

　

(３) キャッシュ・フローの状況

当第３四半期連結累計期間末における現金及び現金同等物(以下「資金」という。)は、前連結会計年度

末と比べ４億１千７百万円増加し、48億９千５百万円となりました。

当第３四半期連結累計期間に係る区分ごとのキャッシュ・フローの状況は以下のとおりであります。

(イ)　営業活動によるキャッシュ・フロー

当第３四半期連結累計期間における営業活動の結果増加した資金は、28億６千３百万円(前年同四半

期に比べ９億５千万円の収入減)となりました。 

収入の主な内訳は、税金等調整前四半期純利益36億６千５百万円、減価償却費13億８千６百万円、仕

入債務の増加額17億４千６百万円であり、支出の主な内訳は、売上債権の増加額22億２千７百万円及び

法人税等の支払額18億８千８百万円であります。

(ロ)　投資活動によるキャッシュ・フロー

当第３四半期連結累計期間における投資活動の結果減少した資金は14億７千７百万円(前年同四半

期に比べ14億２千３百万円の支出増)となりました。

これは、主に有形固定資産の取得による支出が14億７千１百万円であったことによるものでありま

す。
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(ハ)　財務活動によるキャッシュ・フロー

当第３四半期連結累計期間における財務活動の結果減少した資金は８億８千２百万円(前年同四半

期に比べ10億２千３百万円の支出減)となりました。

これは、主に長期借入金の返済による支出が６億円及び配当金の支払額が１億１千９百万円であっ

たことによるものであります。

　
(４) 事業上及び財務上の対処すべき課題

当第３四半期連結累計期間において、事業上及び財務上の対処すべき課題に重要な変更及び新たに生

じた課題はありません。

　

(５) 研究開発活動

当第３四半期連結累計期間の研究開発費の総額は126,963千円であります。

なお、当第３四半期連結累計期間において当社グループの研究開発活動の状況に重要な変更はありま

せん。

　

(６) 従業員数

当第３四半期連結累計期間において、連結会社又は提出会社の従業員数の著しい増減はありません。

　
(７) 生産、受注及び販売の実績

当第３四半期連結累計期間において、生産、受注及び販売実績の著しい変動はありません。

　
(８) 主要な設備

当第３四半期連結累計期間において、主要な設備の著しい変動及び主要な設備の前連結会計年度末に

おける計画の著しい変更はありません。
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第３ 【提出会社の状況】

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

　

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 69,120,000

計 69,120,000

　

② 【発行済株式】

　

種類
第３四半期会計期間
末現在発行数(株)
(平成23年12月31日)

提出日現在
発行数(株)

(平成24年２月８日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 27,573,00027,573,000
東京証券取引所
(市場第二部)

権利内容に何ら限定のない当
社における標準となる株式で
あり、単元株式数は1,000株で
あります。

計 27,573,00027,573,000― ―

　

(2) 【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

　

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

　

(4) 【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

　

(5) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

　

年月日
発行済株式
総数増減数
(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額
(千円)

資本金残高
(千円)

資本準備金
増減額
(千円)

資本準備金
残高
(千円)

平成23年12月31日 ― 27,573,000 ― 2,331,390 ― 1,416,546

　

(6) 【大株主の状況】

当四半期会計期間は第３四半期会計期間であるため、記載事項はありません。

　

EDINET提出書類

自動車部品工業株式会社(E02156)

四半期報告書

 7/20



　

(7) 【議決権の状況】

① 【発行済株式】

平成23年12月31日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等)
(自己保有株式)    
普通株式      37,000

―
権利内容に何ら限定のない当
社における標準となる株式

完全議決権株式(その他) 普通株式　27,466,000 27,466 同上

単元未満株式 普通株式　    70,000― 同上

発行済株式総数 27,573,000― ―

総株主の議決権 ― 27,466 ―

(注) １　「完全議決権株式(その他)」欄の普通株式には、証券保管振替機構名義の株式が4,000株(議決権４個)含まれ

ております。

２　「単元未満株式」欄には、当社所有の自己株式101株が含まれております。

３　当第３四半期会計期間末日現在の「発行済株式」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、記載

することができないことから、直前の基準日（平成23年９月30日）に基づく株主名簿による記載をしており

ます。

　

② 【自己株式等】

平成23年12月31日現在

所有者の氏名又は名称 所有者の住所
自己名義
所有株式数
(株)

他人名義
所有株式数
(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

(自己保有株式)
自動車部品工業株式会社

神奈川県海老名市上郷
４丁目３番１号

37,000― 37,000 0.1

計 ― 37,000― 37,000 0.1

　

２ 【役員の状況】

該当事項はありません。
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第４ 【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19

年内閣府令第64号。以下「四半期連結財務諸表規則」という。)に基づいて作成しております。

なお、四半期連結財務諸表規則第５条の２第３項により、四半期連結キャッシュ・フロー計算書を作成し

ております。

　

２．監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第３四半期連結会計期間(平成23年10月１日

から平成23年12月31日まで)及び第３四半期連結累計期間(平成23年４月１日から平成23年12月31日まで)

に係る四半期連結財務諸表について、新日本有限責任監査法人による四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】
(1)【四半期連結貸借対照表】

(単位：千円)

前連結会計年度
(平成23年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(平成23年12月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 4,477,871 4,895,862

受取手形及び売掛金 11,113,216 ※
 13,228,228

たな卸資産 2,355,201 2,437,503

その他 1,357,423 950,113

流動資産合計 19,303,712 21,511,707

固定資産

有形固定資産

機械装置及び運搬具（純額） 6,322,941 6,243,876

土地 10,815,735 10,807,935

その他（純額） 3,071,975 2,882,716

有形固定資産合計 20,210,651 19,934,528

無形固定資産

借地権 89,269 86,643

その他 26,951 19,207

無形固定資産合計 116,220 105,851

投資その他の資産 1,184,396 1,172,602

固定資産合計 21,511,268 21,212,982

資産合計 40,814,981 42,724,689

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 8,894,039 ※
 10,559,857

短期借入金 974,978 973,881

未払法人税等 1,287,514 685,401

賞与引当金 542,990 281,884

その他 1,944,627 ※
 2,213,849

流動負債合計 13,644,151 14,714,874

固定負債

長期借入金 1,600,000 1,000,000

再評価に係る繰延税金負債 4,094,372 3,584,685

退職給付引当金 1,326,301 1,390,024

その他 510,533 160,592

固定負債合計 7,531,207 6,135,301

負債合計 21,175,358 20,850,176
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(単位：千円)

前連結会計年度
(平成23年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(平成23年12月31日)

純資産の部

株主資本

資本金 2,331,390 2,331,390

資本剰余金 1,416,546 1,416,546

利益剰余金 9,567,494 11,525,846

自己株式 △13,138 △13,680

株主資本合計 13,302,291 15,260,102

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 192,816 188,601

土地再評価差額金 5,939,627 6,449,315

為替換算調整勘定 △598,945 △845,038

その他の包括利益累計額合計 5,533,499 5,792,877

少数株主持分 803,832 821,534

純資産合計 19,639,622 21,874,513

負債純資産合計 40,814,981 42,724,689
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(2)【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】
【四半期連結損益計算書】
【第３四半期連結累計期間】

（単位：千円）

前第３四半期連結累計期間
(自 平成22年４月１日
　至 平成22年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成23年４月１日
　至 平成23年12月31日)

売上高 49,323,784 57,822,252

売上原価 44,820,905 52,646,923

売上総利益 4,502,879 5,175,328

販売費及び一般管理費

運送費 133,799 180,695

給料及び手当 641,750 714,826

賞与引当金繰入額 47,280 45,468

退職給付引当金繰入額 29,208 34,188

減価償却費 67,697 80,137

賃借料 35,362 15,412

租税公課 53,163 54,426

試験研究費 35,492 34,777

その他 629,862 689,267

販売費及び一般管理費合計 1,673,617 1,849,201

営業利益 2,829,261 3,326,126

営業外収益

受取利息 8,540 12,094

受取配当金 7,066 7,666

スクラップ売却益 207,134 235,134

その他 108,655 172,255

営業外収益合計 331,395 427,151

営業外費用

支払利息 52,875 31,422

為替差損 41,588 4,680

支払手数料 22,205 14,319

その他 13,243 15,124

営業外費用合計 129,912 65,547

経常利益 3,030,744 3,687,731

特別利益

固定資産売却益 388 183

投資有価証券売却益 15,900 －

適格退職年金制度終了益 74,762 －

特別利益合計 91,050 183

特別損失

固定資産売却損 10,504 －

固定資産除却損 4,273 22,786

投資有価証券売却損 571 －

投資有価証券評価損 16,735 －

特別損失合計 32,085 22,786

税金等調整前四半期純利益 3,089,709 3,665,128
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（単位：千円）

前第３四半期連結累計期間
(自 平成22年４月１日
　至 平成22年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成23年４月１日
　至 平成23年12月31日)

法人税、住民税及び事業税 946,733 1,303,431

法人税等調整額 139,716 200,130

法人税等合計 1,086,449 1,503,561

少数株主損益調整前四半期純利益 2,003,259 2,161,566

少数株主利益 117,338 120,602

四半期純利益 1,885,921 2,040,964
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【四半期連結包括利益計算書】
【第３四半期連結累計期間】

（単位：千円）

前第３四半期連結累計期間
(自 平成22年４月１日
　至 平成22年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成23年４月１日
　至 平成23年12月31日)

少数株主損益調整前四半期純利益 2,003,259 2,161,566

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 115,310 △4,215

土地再評価差額金 － 509,687

為替換算調整勘定 △12,883 △246,093

その他の包括利益合計 102,427 259,378

四半期包括利益 2,105,687 2,420,944

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 1,988,349 2,300,342

少数株主に係る四半期包括利益 117,338 120,602
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(3)【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】
（単位：千円）

前第３四半期連結累計期間
(自 平成22年４月１日
　至 平成22年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成23年４月１日
　至 平成23年12月31日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益 3,089,709 3,665,128

減価償却費 1,410,326 1,386,416

退職給付引当金の増減額（△は減少） △161,086 73,137

受取利息及び受取配当金 △15,606 △19,760

支払利息 52,875 31,422

為替差損益（△は益） 41,588 4,680

有形固定資産除売却損益（△は益） 14,389 22,603

売上債権の増減額（△は増加） △3,317,754 △2,227,618

たな卸資産の増減額（△は増加） △771,210 △142,569

仕入債務の増減額（△は減少） 3,596,694 1,746,076

投資有価証券売却損益（△は益） △15,328 －

投資有価証券評価損益（△は益） 16,735 －

未払消費税等の増減額（△は減少） 320,159 176,246

その他 △126,413 48,258

小計 4,135,080 4,764,021

利息及び配当金の受取額 15,606 19,760

利息の支払額 △54,474 △32,136

法人税等の支払額 △282,594 △1,888,626

営業活動によるキャッシュ・フロー 3,813,616 2,863,019

投資活動によるキャッシュ・フロー

有形固定資産の取得による支出 △107,413 △1,471,999

有形固定資産の売却による収入 33,027 292

投資有価証券の取得による支出 △6,226 △5,706

投資有価証券の売却による収入 26,618 －

投資活動によるキャッシュ・フロー △53,994 △1,477,413

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） △800,000 －

長期借入金の返済による支出 △903,586 △600,000

自己株式の取得による支出 △1,134 △541

配当金の支払額 － △82,611

少数株主への配当金の支払額 △36,252 △36,461

その他 △164,372 △162,554

財務活動によるキャッシュ・フロー △1,905,346 △882,168

現金及び現金同等物に係る換算差額 △16,529 △85,446

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 1,837,746 417,990

現金及び現金同等物の期首残高 2,256,941 4,477,871

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※
 4,094,688

※
 4,895,862

EDINET提出書類

自動車部品工業株式会社(E02156)

四半期報告書

15/20



【追加情報】

　
当第３四半期連結累計期間

(自  平成23年４月１日  至  平成23年12月31日)

第１四半期連結会計期間の期首以後に行われる会計上の変更及び過去の誤謬の訂正より、「会計上の変更及び

誤謬の訂正に関する会計基準」（企業会計基準第24号　平成21年12月４日）及び「会計上の変更及び誤謬の訂正

に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第24号　平成21年12月４日）を適用しております。

　

【注記事項】

(四半期連結貸借対照表関係)

　
前連結会計年度
(平成23年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(平成23年12月31日)

――――――― ※　四半期連結会計期間末日満期手形の会計処理につい

ては、満期日に決済が行われたものとして処理してお

ります。

　なお、当第３四半期連結会計期間末日が金融機関の

休日であったため、次の四半期連結会計期間末日満期

手形が、四半期連結会計期間末残高から除かれており

ます。

受取手形 3,432千円

支払手形 130,996〃

設備関係支払手形 3,589〃

　

(四半期連結損益計算書関係)

　

前第３四半期連結累計期間
 (自　平成22年４月１日  
  至　平成22年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自　平成23年４月１日 
　至　平成23年12月31日)

―――――― ――――――

　

(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

　

前第３四半期連結累計期間
 (自　平成22年４月１日  
  至　平成22年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自　平成23年４月１日 
　至　平成23年12月31日)

※　現金及び現金同等物の当第３四半期連結累計期間末

残高と当第３四半期連結貸借対照表に掲記されてい

る科目の金額との関係(平成22年12月31日現在)

現金及び預金 4,094,688千円

現金及び現金同等物 4,094,688千円
 

※　現金及び現金同等物の当第３四半期連結累計期間末

残高と当第３四半期連結貸借対照表に掲記されてい

る科目の金額との関係(平成23年12月31日現在)

現金及び預金 4,895,862千円

現金及び現金同等物 4,895,862千円
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(株主資本等関係)

前第３四半期連結累計期間（自　平成22年４月１日　至　平成22年12月31日）

　

１．配当金支払額
　

　　　　該当事項はありません。

　

２．基準日が当第３四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第３四半期連結会計

期間の末日後となるもの
　　　

　　　　該当事項はありません。

　
当第３四半期連結累計期間（自　平成23年４月１日　至　平成23年12月31日）

　

１．配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
(千円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成23年６月29日
定時株主総会

普通株式 82,611 3.00平成23年３月31日 平成23年６月30日 利益剰余金

　
　

２．基準日が当第３四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第３四半期連結会計

期間の末日後となるもの
　　　

　　　　該当事項はありません。
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(セグメント情報等)

【セグメント情報】

Ⅰ  前第３四半期連結累計期間(自  平成22年４月１日  至  平成22年12月31日)

　

当社グループは自動車用等関連部品製造事業の単一セグメントであるため、記載を省略しております。

　

Ⅱ  当第３四半期連結累計期間(自  平成23年４月１日  至  平成23年12月31日)

　

当社グループは自動車用等関連部品製造事業の単一セグメントであるため、記載を省略しております。

　

(１株当たり情報)

１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

　

項目
前第３四半期連結累計期間
(自　平成22年４月１日  
 至　平成22年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自　平成23年４月１日 
　至　平成23年12月31日)

１株当たり四半期純利益金額 68円48銭 74円12銭

（算定上の基礎） 　 　

四半期純利益金額（千円） 1,885,921 2,040,964

普通株主に帰属しない金額（千円） ― ―

普通株式に係る四半期純利益金額(千円) 1,885,921 2,040,964

普通株式の期中平均株式数(千株) 27,539 27,536

(注)　潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

　
(重要な後発事象)

該当事項はありません。

　

２ 【その他】

　

該当事項はありません。
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書

　
平成24年２月８日

自動車部品工業株式会社

取締役会  御中

　

新日本有限責任監査法人

　

指定有限責任社員
業務執行社員

　 公認会計士    西    田    英    樹    印

　
指定有限責任社員
業務執行社員

　 公認会計士    月    本    洋    一    印

　
当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている自動
車部品工業株式会社の平成23年４月１日から平成24年３月31日までの連結会計年度の第３四半期連結会計期
間(平成23年10月１日から平成23年12月31日まで)及び第３四半期連結累計期間(平成23年４月１日から平成
23年12月31日まで)に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四
半期連結包括利益計算書、四半期連結キャッシュ・フロー計算書及び注記について四半期レビューを行った。
　
四半期連結財務諸表に対する経営者の責任
経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して
四半期連結財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のな
い四半期連結財務諸表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用する
ことが含まれる。
　
監査人の責任
当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸
表に対する結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レ
ビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。
四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施
される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において
一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手
続である。
当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。
　
監査人の結論
当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正
妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、自動車部品工業株式会社及び連結子会社の平
成23年12月31日現在の財政状態並びに同日をもって終了する第３四半期連結累計期間の経営成績及びキャッ
シュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかっ
た。
　
利害関係
会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以  上
　

 

(注) １．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報

告書提出会社)が別途保管しております。

２．四半期連結財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
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